
1全国各地から集められた名工の手により綿密に彫られた彫刻は必見目

御本社(本殿・石の問・拝殿)の入口に建つ国宝・唐門は、
日光東照宮で最も重要な正門です。貝殻が原材料の塗料、
胡粉(ごふん)が施され、清楚な白が際立ちます。

漢三猿さんざる
神厩舎の長押に彫られた猿の彫刻は人
間の一生を風刺しています。中でも「見ざる、

言わざる、聞かざる」の三猿が有名です。

I眠り猫ねむ。ねこ
家康公が眠る奥社に通じる、束回廊の

門の上に据えられた猫の木彫像。伝説の

名工・左甚五郎の作と伝えられています。

8蒜蒜諜讃諜票類の御朱
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光
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照
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1
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元
和
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将
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・
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川
秀
忠
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現
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日
光
東
照
宮
)
が
建
立
さ
れ
、
初
代
将
軍
・
徳
川
家
康
公

の
御
霊
が
久
能
山
か
ら
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
城
の
真
北
に
あ
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極
彩
色
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彩
ら
れ
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爛
豪
華
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現
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光
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狭
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戸
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さ
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ど
の
彫
刻

が
施
さ
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さ
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す。


